
地震被害「屋根の瓦修理・雨もれ追い付かず」

このところ地震が日本列島で頻繁に起こっている。先日も関東でも直下型地震かと思われる強い地震があっ

た。この列島、いつ大きな地震があってもおかしくない。

下記の気象庁の表を見るとこの10年で19件の大きな地震があったという。年に２件、どこかで５震度以上の地

震が発生しています。それも昔地震が無かったところでも起こっています。油断大敵とか忘れたころに・・・、

など諺がありますが、現在は、日々地震や自然災害がおこりニュースが間断なく流れています。

先般も思わぬところで地震が起こりました。ニュース・新聞で報道されているように山形県沖地震で６強 6.7Mの

大きさでした。

この季節は梅雨であり、あいにく低気圧もきていて天候が悪化し雨降りの日々になってしましました。家が被害

にあい屋根が損傷した家では雨漏りの心配が大きいです。中で生活ができても、避難して留守にしても

家自身が大きな被害がない場合でも雨漏りしては、二次被害になってしまします。

新聞では、町に屋根さんが少なくて修理にまわれるのが何時になるか判らないという。屋根を覆うブルーシート

は必要な人に行政が配布しているというが、職人さんがいなければ、宝の持ち腐れです。

聞くところによりますと、大阪の地震ではボランティアの人たちがいて今も活動をしているそうです。

先にも書きましたように、このところの日本は毎年大きな地震が発生しています。そうなんです。

それで国や各自体でボランティア「屋根修理体」を結成しておいてはどうかと考えてみました。その人たちは、建

築職人、消防の人、自衛隊、体育系の人など。ボランティアでもそれなりに身分保障は必要かと思います。

自分の身になって考えると何時、自分の身に降りかかってくることか？

地震発生に当たって指揮者は必要ですが、このような実働の人たちがいると心強く思います。 植木 19.7.3

※写真は、 2０日午前１１時４９分、山形県鶴岡市、長島一浩撮影（朝日新聞）

気象庁平成 28年（2016年）以降

· 赤で示したのは、気象庁が名称を定めた地震名である。

· 特に注釈を付けているものを除き、人的被害と物的被害は総務省消防庁による。

· Ｍ：地震の規模（マグニチュード）。

日本付近で発生した主な被害地震（平成 28 年以降） 19/10＝1.9 約２軒

発生年月日 震央地名・地震名 Ｍ 最大震度
津

波
人的被害 物的被害

令和元年（2019 年）6 月 18 日 山形県沖 6.7 ６強
11

cm
負 36

住家一部破損 149 棟

【令和元年 6 月 24 日現在】

令和元年（2019年）5月 25日 千葉県北東部 5.1 ５弱 負 1 なし 【令和元年 6月 3日現在】

令和元年（2019年）5月 10日 日向灘 6.3 ５弱 負 2 なし 【令和元年 5月 17日現在】

平成 31年（2019年）2月 21日 胆振地方中東部 5.8 ６弱 負 6
住家一部破損 1棟

【平成 31年 3月 1日現在】



平成 31 年（2019 年）1 月 3 日 熊本県熊本地方 5.1 ６弱 負 4
住家一部破損 7 棟

【平成 31 年 1 月 11 日現在】

平成 30 年（2018 年）9 月 6 日

胆振地方中東部

平成 30 年北海道胆振東

部地震

6.7 ７
死 42

負 762

住家全壊 462 棟

住家半壊 1,570 棟

住家一部破損 12,600 棟など

【平成 31 年 1 月 28 日現在】

平成 30 年（2018 年）6 月 18 日 大阪府北部 6.1 ６弱
死 6

負 462

住家全壊 21 棟

住家半壊 454 棟

住家一部破損 56,873 棟など

【平成 31 年 2 月 12 日現在】

平成 30 年（2018 年）4 月 9 日 島根県西部 6.1 ５強 負 9

住家全壊 17 棟

住家半壊 58 棟

住家一部破損 576 棟など

【平成 31 年 2 月 12 日現在】

平成 29年（2017年）10月 6日 福島県沖 5.9 ５弱 負 1
なし

【平成 29年 10月 13日現在】

平成 29年（2017年）7月 11日 鹿児島湾 5.3 ５強 負 1 なし 【平成 29年 7月 18日現在】

平成 29年（2017年）7月 1日 胆振地方中東部 5.1 ５弱 負 1 なし 【平成 29年 7月 10日現在】

平成 29 年（2017 年）6 月 25 日 長野県南部 5.6 ５強 負 2
住家一部破損 27 棟

【平成 29 年 7 月 3 日現在】

平成 28年（2016年）12月 28日 茨城県北部 6.3 ６弱 負 2

住家半壊 1棟

住家一部破損 25棟

【平成 29年 11月 9日現在】

平成 28年（2016年）11月 22日 福島県沖 7.4 ５弱
144

cm
負 21

住家一部破損 9棟

【平成 29年 11月 9日現在】

平成 28 年（2016 年）10 月 21 日 鳥取県中部 6.6 ６弱 負 32

住家全壊 18 棟

住家半壊 312 棟

住家一部破損 15,095 棟など

【平成 30 年 3 月 22 日現在】

平成 28年（2016年）6月 16日 内浦湾 5.3 ６弱 負 1 住家一部破損 3棟

平成 28年（2016年）5月 16日 茨城県南部 5.5 ５弱 負 1
住家一部破損 2棟

【平成 29年 11月 9日現在】

平成 28年（2016年）4月 14日～

熊本県熊本地方など

平成 28年（2016年）熊本

地震

⇒特設ページへ

7.3

※1
７※2

死 272

負 2,808

※3

住家全壊 8,668 棟

住家半壊 34,720 棟

住家一部破損 162,562 棟

など【平成 30 年 10 月 15 日現在】

平成 28年（2016年）1月 14日 浦河沖 6.7 ５弱 負 2
非住家公共建物 1棟

【平成 29年 2月 21日現在】

http://www.data.jma.go.jp/svd/../2016_04_14_kumamoto/index.html

